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私の香粧品学の臨床研究を振り返る

伊 藤 正 俊

Look Back on My Clinical Research in Cosmetic Science

Masatoshi ITOH

1. 香粧品との出会い

いまにして思うと1979年は私の皮膚科医人生にとっ
てターニングポイントとなる記念すべき年であった。神
経内科の研修を終え，1973年6月に皮膚科に入局し，約
4年が経過しこのまま皮膚科医を続けるか神経内科医に
戻るか迷っていた。そんな時，1977年4月に石原　勝
教授に動物試験で諸化学物質の経皮感作能を検討するよ
うに言われ，また，1979年には患者のパッチテストも
施行するように言われたのが始まりである。

2. 動物試験法の開発 1）

日常の使用法により類似した感作法として，モル
モットの Closed epicutaneous testを開発した。本法は，
Buehler法の感作法をより強めたもので，Complete ad-
juvantや注射法を使用しない点ではヒトの maximization 
testに類似したものである。鋭敏度は当然 maximization 
testより劣っている。本法は，モルモットの maximiza-
tion testと異なり，かなりヒトの maximization testの成績
と一致した結果が得られる。

3. 化学構造と接触アレルギーの関連の検討

フェノール系香料素材の場合，メトキシ基またはエト
キシ基の存在，側鎖の二重結合の位置，アセチル基，ベ
ンジル基，メチル基の導入が感作能に著しく影響するこ
とを認め，患者のパッチテストもほぼ同様の成績を得
た 2, 3）。このほか，サリチル酸系化合物 3, 4），ジアミン系
染料，加硫促進剤と酸化防止剤，タール系色素 3），金属
等の諸化学物質の感作能と化学構造との相関についても
検討した。また，職業病として美容師の手指に生ずる湿
潤型湿疹患者の場合，原因として染毛剤のほかコールド
パーマ1液中のチオグリコール酸アンモニウムも考慮す
べきことを，パッチテストならびにモルモットの感作試
験で明らかにした 5）。

4. 金属イオン封鎖剤の検討

金属のパッチテストにおいて，それぞれの金属に金
属イオン封鎖剤であるエチレンジアミンテトラ酢酸
（EDTA）を添加したものを貼付して，金属イオン封鎖能
力について検討した。その結果，硫酸銅，硫酸ニッケ
ル，塩化金，塩化スズにおいて金属イオンの不活性化に
有効という結果が得られた。また，パラフェニレンジア
ミンでも同様の効果が得られることをモルモット感作性
試験で示した 6）。

5. 医薬部外品・化粧品・外用薬のヒト皮膚に対する安
全性

化粧品は，健康な人が美と健康を維持するために，ほ
ぼ毎日，しかも長期間にわたって自分の判断で使うもの
であるから有害事象は許されない。また，外用薬は，優
れた効力を有することはもちろんのことであるが，実際
の治療に際し安全に使用できることは医療上大事なこと
である。そこで，新規および既承認有効成分を含有する
医薬部外品，化粧品，新規外用薬のヒト皮膚に対する安
全性を，パッチテスト，使用試験，光パッチテスト，単
回および反復塗布試験等を実施し，皮膚刺激，経皮吸収
能，薬物動態，皮膚感作能および安全性を検討し報告し
てきた 7）。

6. 香粧品学会とのかかわり

私が香粧品学会にかかわるきっかけは比較的遅く，
2000年の第25回香粧品学会学術大会・総会（会頭：渡
辺晋一教授）で，「皮膚科医からみたセンシティブスキ
ン」という講演依頼があったのを機縁に，プログラム委
員や評議員にしていただいたことがきっかけであったと
記憶している。当時の私は，諸化学物質の感作能と化学
構造との相関について，動物試験やパッチテストで検討
していたので，化粧品の安全性保証について常に考えて
いた。2004年の日本香粧品学会第29回学術大会会頭を
命ぜられ，「自己責任時代の香粧品をアセスメントする」
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